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子どもたちの夢や将来について考えるきっかけづくりとし

て、ＪＡＬ羽田整備工場（東京都）で行われている『お仕事

講座』に、市内の中学生 20 人が参加しました。パイロット

や客室乗務員から、仕事内容や仕事をする上での大切なこと

などを教わり、整備中の航空機がある格納庫などを見学。生

徒たちは熱心にメモを取り、さまざまな質問をしていました。

ＪＡＬお仕事講座

空の仕事を体験しよう

↑航空機の整備工場で係員（右）から説明を受ける参加者

3.21

波多津町コミュニティセンターの落成式がありました。

生涯学習や文化活動などの公民館機能に加え、ＮＰＯ法

人まちづくり波多津の事務局を置き、地域交通や防災

をはじめとした住民活動を支援する機能を備えた施設

です。田中茂樹建設委員会委員長は、「地方創生のモデル

になるような施設を目指したい」とあいさつしました。

波多津町コミュニティセンター落成式

『小さな拠点』で広がる大きな夢

豊かな自然の中で親子や青少年が触れ合うことで、郷土へ

の愛着を育み仲間づくりをすすめようと、都川内森林公園

でスタミナ焼肉オリエンテーリングがありました。家族連

れなど 55 チーム 226 人が参加。チェックポイントでゲー

ムに挑戦し、焼き肉用の具材を獲得しながらゴールを目指

しました。ゴール後は焼き肉や抽選会などを楽しみました。

スタミナ焼肉オリエンテーリング

協力し深まる仲間や家族との絆
きずな

力加減とコントロールが重要な『輪投げ』

運動後に家族で食べる焼き肉の味は最高
手をつないだまま順番に輪を
くぐっていく『輪くぐり』

パネルを抜く爽快感が楽しい
『ストラックアウト』

3.18

3.21

↑完成した波多津町コミュニティセンター

82018.5広報伊万里



み ん な の 広 場

西九州自動車道（南波多谷口ＩＣ〜伊万里東府招ＩＣ）開通式

地域活性化に更なる期待を

西九州自動車道唐津伊万里道路の南波多谷口ＩＣ〜伊万

里東府招ＩＣ間（延長 5.3 キロメートル）が開通しました。

開通式には関係者や地元の住民など約 200 人が参加。府

招地区に伝わる『府招の浮流』や南波多保育園児による

マーチングなどが披露されました。福岡都市圏までの所要

時間は約 60 分となり、更なる地域活性化が期待されます。

テープカットを行い開通を祝う関係者

↑市内の運送業者のトラックなどによる走り初め

3.31

↑都市計画道路大坪木須線での走り初めの様子

松島町で平成 24 年度から整備を進めていた、都市計画道

路大坪木須線（一般県道黒川松島線）の工事が完成し、地

元期成会の主催で開通記念式典が行われました。今回供

用されたのは、市民センター入口交差点から松島搦交差点

までの約 0.6km。市街地内の交通の円滑化や、西九州自

動車道や伊万里港へのアクセス向上などが期待できます。

都市計画道路大坪木須線開通記念式典

交通の円滑化に一役買います

3.17

黒川町内を巡回するコミュニティバス、くろがわ号の出発

式が黒川公民館でありました。車を運転しない人のため、

地域住民で組織する黒川町まちづくり運営協議会が運行す

るもので、５つのコースで１日３便（中心部コースは２便）

が巡回します。また、ＰＯＲＴＯ株式会社が、バスの位置

情報や利用データ分析システムの開発などで支援します。

町内巡回バスくろがわ号出発式

利用しやすい町民の足に

↑駆けつけた多くの町民に見送られ、黒川公民館を出発する
くろがわ号

3.20

↑思い思いに満開の桜を楽しむ来場者

松浦鉄道の浦ノ崎駅で桜の駅まつりがありました。音楽

ライブや伊万里松浦病院によるまちかど健康教室、伊万

里にぎわいマルシェの協力による物産販売などが行われ、

市内外から多くの家族連れなどが訪れました。満開の桜

の下で、来場者は食事を楽しんだり、桜や鉄道の写真を

撮ったりして、思い思いに春のひとときを過ごしました。

浦ノ崎桜の駅まつり

満開の桜の下で春らんまん

4.1

桜のトンネルを抜ける松浦鉄
道の車両

桜の駅まつりのマスコット
ガール『さくらこちゃん』

9 2018.5広報伊万里


